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研究成果の概要（和文）：近世成立の南朝関係の史書について、伝本調査を踏まえ、その特徴や

影響関係、またこれをめぐる人的交流について検討した。具体的には、『北畠准后伝』と神戸能

房編『伊勢記』との関係について検討し、『北畠准后伝』も能房の作であり、その内容は作者能

房のアイデンティティ意識を強く反映していることを明らかにした。また、『南朝編年記略』・『南

朝皇胤紹運録』の著者・津久井尚重をめぐる人物関係について検討し、尚重の学問の基盤には

京都の有職学があったことを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：I investigated history books on Nancho dynasty written in early 
modern ages by considering based on manuscript research, doing significant feature 
research, influence relations included human relations of those books. To be specified, 
I examined a correlation between “Kitabatake Jugoden” and “Iseki” of the author Kambe 
Yoshifusa, it revealed that “Kitabatake Jugoden” was written by Kambe, and the content 
of the book reflected his own identity. Moreover, I investigated human relations of Tsukui 
Naoshige, the author of “Nancho Hennenkiryaku” and “Nancho Koin Jounroku”, revealed 
that Kyoto ritual study was apparent in the basis study of Naoshige. 
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１．研究開始当初の背景 

南北朝の南朝とは、日本史上に類例を見な
い特異な存在であり、それゆえに、南朝とい
うテーマは、近世以後、昭和戦前戦中期に至
るまで、知識人の関心を集め続け、日本人の
精神性に影響を与え続けた。その影響は、史
学や思想のみならず、文学や民俗学の分野に

も及んでおり、また、都市だけでなく、地方
においても独自の展開を見せている。 
しかし、南朝史受容についての従来の研究

の枠組みは、山崎闇斎学派や水戸学派といっ
た思想的上部構造に偏しているため、近世に
おける多様な南朝史受容の問題を捉えるに
は不十分であるといえる。より広く、基礎的
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で共益性の高い観点から、近世の南朝史享受
を支えた下部構造を分析する必要があった。 
 
２．研究の目的 

上記の問題意識により、本研究は近世の多
様な南朝史享受を総合的に把握することを
目的として、以下の二点を研究の柱として立
てた。 

 
(1)近世の多様な南朝史享受の基底にあった
と考えられる南朝関係の史書について、文献
学的観点から、伝本調査によって良質な伝本
を選定し、さらに、作者・依拠資料・影響関
係などの基礎的事実を解明することにより、
近世の南朝史享受における上記文献の文献
学的な位置を明らかにする。 

 
(2)上記の検討を通じ、史料論的観点から、
上記対象文献を知的資源として捉え、これを
めぐる近世知識人の活動の様相を追究し、こ
れにより、近世における知的資源の生成・流
通の構造を明らかにする。 
 

なお、上記(1)は、近世に多く作成され、
広く受容された雑史・軍書の基礎的研究のケ
ーススタディとしての意義を持つものであ
り、また、(2)は、南朝関係の史書の流通構
造に関係した人物の思想や著作、また伝記的
事実の研究にも寄与するものである。 
 
３．研究の方法 

本研究の目的を達成するための基本的方
法は、現存する諸本を調査することにより、
良質の伝本を見いだし、これに基づき、それ
ぞれの史書の特徴や影響関係、また、その背
後にある人物や書物のネットワークを解明
することにある。 

本研究では、特に、近世中期に流布が始ま
る南朝の官員録・『南朝公卿補任』と、これ
と密接に関わる柳原紀光『続史愚抄』や津久
井尚重『南朝編年記略』・『南朝皇胤紹運録』
の伝本を調査し、内容と影響関係について精
査するとともに、上記諸書の奥書、蔵書印、
さらには関連する書翰・随筆などを調査し、
これらから窺える知的資源の流通と人的交
流の様相を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果として、論文および口頭発表
で公開したもの、および、本研究に伴って新
たに発生した課題の概要は、以下の通りであ
る。 
 
(1)『南朝公卿補任』と密接な関係をもつ津
久井尚重『南朝編年記略』・『南朝皇胤紹運録』
の伝本を調査するとともに、その内容的特徴
として、自家の記録や、地域の伝承・金石文

を利用していることを指摘し、両書には編者
尚重の、自身の先祖に対する意識や地域の歴
史資源への関心が反映していることを指摘
した。 
ただし、『南朝編年記略』・『南朝皇胤紹運

録』の伝本については、国文学研究資料館ホ
ームページ掲載の「日本古典籍総合目録」所
掲の伝本の多くを閲覧することができたが、
誤脱の少ない優良な伝本は、未だ見いだすに
至っていない。また、『南朝編年記略』には、
増補本と思われる作者名を欠く伝本があり
（国立国会図書館蔵本、東京大学史料編纂所
蔵本など）、これらは水戸藩における『大日
本史』編纂とも関わるものと思われるが、こ
れについても論じることが出来なかった。よ
って、より精緻な研究を行うためには、さら
に伝本について詳細な調査・検討が必要であ
る。 
 
(2)『南朝編年記略』の作者・津久井尚重を
めぐる人的交流について調査し、尚重が京都
に在住し、木村蒹葭堂や高山彦九郎と交流を
持つとともに、速水房常や多田義俊、高橋宗
直など近世中期の京都の高名な有職学者の
もとで学習し、有職学に関する文献の書写・
校合や注釈を行っていたことを指摘し、また、
尚重の南朝史研究の成果は、水戸彰考館総裁
の立原翠軒や、江戸和学講談所の塙保己一に
も注目され、受容されていたことを明らかに
した。これにより、尚重の業績の根底には京
都の有職学の枠組みがあると考えられるこ
とを指摘するとともに、尚重という人物を近
世学芸史上に位置づけるための見取り図を
示した。 
なお、上記の検討に関連して調査を行った

名古屋市蓬左文庫蔵堀田文庫本『講席余話并
抄出』所収学統図は、近世初～前期から、こ
の資料の成立した寛政５年にいたる、近世の
国学・和学・神道学・有職学など諸学芸に関
する多くの重要人物について、学統を掲載し
ている。それらがすべて史実であるとはいえ
ないが、単に津久井尚重のみならず、近世学
芸を総合的に把握するために、貴重な情報で
あり、特に、近世初期の和学・神道思想から
近世後期の国学に至る流れを把握するため
にも重要である。よって、同資料を翻刻し、
論文に掲載した。 
ただし、尚重の学問の根底にあった京都の

有職学者の具体的な活動とその学問的特徴
については、膨大な資料が残存していること
もあり、従来、十分に明らかにされていない
ため、尚重の学問の実態についても、有職学
との関連で捉えることは、現時点では困難で
ある。そのため、近世中期の有職家の活動に
ついて、より具体的な研究が必要となった。
よって、これについては、2012 年度より科研
費（若手(B)）の交付を受け、さらに検討を



継続している。 
 
(3)『南朝公卿補任』や『南朝編年記略』・『南
朝皇胤紹運録』、さらに『続史愚抄』とも密
接な関係を持ち、北畠親房の伝記としても注
目すべき内容を持つ『北畠准后伝』について、
紀州の浪人学者である神戸能房が著した鎌
倉後期～織豊期の史書・『伊勢記』との関係
を検討し、『北畠准后伝』も神戸能房の作で
あり、その内容には、作者である神戸能房の、
北畠家の血と学問に対するアイデンティテ
ィ意識が強く反映していることを明らかに
した。 
 ただし、『北畠准后伝』が成立した後、ど
のように伝来し、受容されていったのか、に
ついては、管見に触れた神戸能房の著述の奥
書によって数点の指摘を行うにとどまり、具
体的な著述内容が後代にどのように影響し
たのかという問題については、検討に及ぶ余
裕がなかった。また、『北畠准后伝』と類似
した内容をもつ『続史愚抄』への影響につい
ても検討を試みたが、『続史愚抄』には数次
の稿本があり、そのうち初稿本（西尾市岩瀬
文庫蔵）の詳細な調査をする機会を得たが、
同書には『北畠准后伝』と類似する記事を含
め、南朝に関する記事はごくごく少ないこと
が判明した。よって、『北畠准后伝』の影響
については、『続史愚抄』の内容や改稿過程
についての詳細な検討を踏まえ、さらに精細
な検討を行う必要が生じた。 
 
(4) 津久井尚重『南朝編年記略』・『南朝皇胤
紹運録』の内容的特徴を明らかにするため、
同書の依拠資料について検討した。特に注目
したのは、『大日本史』の利用についてであ
る。同書の序には、『大日本史』を参照した
ことが述べられている。『大日本史』は近世
最大の史書であるが、幕末期に刊行されるま
では、一般には容易には見ることが出来ない
文献であったと考えられている。よって、『南
朝編年記略』における『大日本史』利用の問
題について、『南朝編年記略』の問題として、
また『大日本史』流通の問題として、研究を
行った。 

近世中期の『大日本史』の伝本については、
「正徳本」と「享保進献本」の二種の存在が
明らかにされているため、実際に『大日本史』
の伝本数種を調査し、また『大日本史』の流
布に関する記録や随筆などを調査した。その
結果、近世中期には、懐徳堂本に代表される
「正徳本」が少なくとも一定の範囲内で流通
していることが判明した。また、『南朝編年
記略』と『大日本史』との本文を比較するこ
とにより、『南朝編年記略』に引用されてい
る『大日本史』も、「享保進献本」系統では
なく、「正徳本」であるという見通しを示す
ことが出来た。 

 ただし、『大日本史』の「正徳本」「享保進
献本」、またそれ以後の改稿の問題、さらに
これらの伝本の流布の実態については、従来
ほとんど検討されておらず、本研究における
成果としても、『大日本史』自体の分量が膨
大であることもあり、全丁にわたる調査を行
うことができた伝本は、わずか３本にとどま
っている。そのため、『大日本史』伝本の流
布の全体像については、いまだ糸口を得るに
留まっており、さらに多くの伝本を調査し、
内容を詳細に検討する必要がある。この点に
ついても、現在、さらに調査・研究を進めて
いる。 
 
なお、本研究は、研究対象とする文献の諸

伝本に残る奥書や蔵書印などにより、伝来情
報を収集し、これらの文献の流通過程を明ら
かにすることをも目睹していたが、実際に伝
本調査を行ったところ、奥書を持つ伝本はご
く少なく、また、蔵書印についても、書承関
係・影響関係を立体的に捉えることができる
ほどには存在しないため、この点については、
別の方法によって研究を行う必要がある。た
だし、『南朝編年記略』については、本文の
書式から見て、現在第一冊を欠落する昌平坂
学問所本が、流布本の祖本に近いのではない
かという手応えを得ている。 
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